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ティースマイヤ　社会理論

　ブルデュー・フーコー→サイ−ド　　


ブルデューやフーコーからサイードまで

ブルデュー・フーコーの説



　サイ−ドの説　　　
社会内権力関係
・相互的な地位関係

社会外権力関係（「未開地」に対する）







他国・途上国を権力対象とする

言説が強化する権力を付ける制度


言説が強化する国家間権力関係


教育制度




　「他者」、｢他国｣に関する学問分野

マスメディア




　植民地制度

医療制度


　　

　マスメディア・他国に関する報道制限

交換所である市場。言語市場も含める。

　国際経済・国際分業。






貿易と金融関係（貿易基準、為替レートなど）

法律・政治・政策



　国際関係・外交関係

　

筆者は、主に３つの制度を論じている：




　　

オリエンタリズム：言説というシステムに基づいている。

教育制度、出版制度、メディア制度による自国の国民の他国への観念（＝「知識体制」）をつくる。

植民地主義：　上記の「知識」に基づいている、「知識体制」を参照する政治というシステム。

発展開発：上記の「知識体制」に基づいている、経済というシステムに基づいている。

これらの過程で、言説が支えている国家間権力関係は以下のような段階を経る

探検→→発見→→開拓→→他国への愛着→→植民地化意志→→知識体制の構築→→他者がもっている物への欲望→→他者への憎しみ、侮蔑、敵意→→攻撃、戦争→→征服

オリエンタリズムの形の可能性：
1． 言説の機能：

· 知識：他者を自分がつくり出したイメージにあわせる言説を作成する

· 他者が語ることを自国の言語や観念にあわせた語りに換える（他者を語られる状態に置く）

· 政策：他者の幸福を「知っている」から、他者の国を統治する

· 文化的な帝国主義・経済的な帝国主義・技術的な帝国主義を生み営む・装置する
　２．他者（「東洋人」）を「知る」（＝フーコーが指摘する好都合で創られた「知識」を当てはめる）

· 東洋の現状を問わずに「東洋を知る」・当事者を訪ねずに東洋人を「知る」

· 他者（「東洋人」（現在に、「発展途上国の者」）を｢説明｣する際、自国の知識的な枠組みにあわせる

知る → 征服する → 統治する → 教訓を与える → 被支配者を支配者の言説に吸収する

